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:ま え が き

露地における夏秋 トマト栽培では,秋期の降雨により裂
果や病害の発生が多 く,品質 ‐収量が低下し,夏秋 トマ ト

栽培の普及の障害となっている。最近,青森県においても,

裂果回避を目途に雨よけ栽培が増えつつあるため,雨 よけ

栽培の品質・収量性について検討した。品質は,裂果・果
皮硬度及びビニルフィルムで被覆するため照度が低下し果

実の成分に影響を与えることが心配されたため,糖 酸
アスコルビン酸について検討を加えた。以下 ,その結果を

報告する。

2試 験 方 法

耕種概要 : 供試品種として,強力米寿を用い, 4月 3
日に播種し, 6月 4日 に定植した。栽植密度は,畦幅 200
m,株間45m,2条植 (2222株 /a)と し,施肥量は,堆肥
200■/a,苦土重焼燐 10眩/a,苦土炭カル20り/8,またN,

P205,IC2 0をそれぞれ成分換算で30,20,30場 /8を
施した。

試験区の構成 : 無被覆区と雨よけ区を設け, 2連制と
した。雨よけ資材は,タ キロン製の

｀`
雨っ子"を用い,被

覆のビニルフィルムは,三菱油化製の はモンサント"を使
用した。被覆期間は7月 14日 から10月 20日 までとした。

調査は,収量・裂果・果皮硬度及び果実の成分について

行った。裂果は,同心円状と放射状の裂果に分け,それぞ

れ 0か ら5ま での指数を与え,裂果の発生状況とした。果
皮硬度は,万能引張圧縮試験機 (新興通信工業株式会社製
lllodel― TCM500)を 用い,プランジャーは直径 24麗 のも
のを使用し,貫入速度を100冨ヮ/分とし測定した。果実の成
分測定には,各区とも30%前後着色 したものを用いた。ト
マトの糖の大部分は還元糖なので,還元糖のみをSomOri

法により測定した。酸は,フ ェノールフタレインを指示薬

として,01Nの N30H液 で滴定し,ク エン酸に換算して
酸含量とした。アスコルピン酸は,イ ンドフェノール滴定

法により測定した。

3 試験結果及び考察

収量 : 55年 は6月下旬から9月 上旬まで低温寡日照で

経過したため,無被覆EXLの総収量は5864時ム と低収とな

ったが,雨よけ区では,7275んグ8と 244%の 増収となっ
た。販売可能果収量でみると,雨よけ区は無被覆区と比較
し374%増収となり,特にLL L級が多かった。また,平
均―果重は,無被覆区 1707夕 に対し,雨よけ区1972夕 と
重かった。55年は,灰色カヒ病が多発生したが,雨よけ区
では農薬の流失が少なく,病果の発生が少なかった(図 1).

収     量 (めた)

図 : 規格別収量

裂果 : 同心円状の裂果に対して,雨よけの効果は比較
的高く,雨よけ区は無被覆区と比較し228%裂果が少なか
った。また,裂果しても,その程度は軽度で,裂果程度は ,
無被覆区174に対し,雨よけ区 71と雨よけ区が低酬直と
なった。

表 1 裂果状況 (同心円状 )

・注 *0
1

2

3

4

5

き裂の認められないもの
さ裂がわずかに認められるもの
き裂が果実の表面の 5%以内のもの
き裂が果実の表面の 10%以内のもの
き裂が果実の表面の 20%以内のもの
4以上のもの

裂嚢ξ
数 ―Σ (指熱 X指数別果実数 )/調査果実

放射状の裂果に対しては,同心円状の裂果の場合ほど,

雨よけによる裂果発生の抑制効果は高くなかったが ,雨よ
け区は無被覆区より64%裂果発生が少なかった。さらに ,
裂果程度は,無被覆区の 51に対し,雨 よけ区は24と半分
以下であった。

果皮硬度 : 果皮硬度は,雨よけ区と無被覆区との差は
判然としなかったが,雨 よけ区は収穫時期や個体間におい
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てばらつきが少なく,無被覆区では,時期的,個体間とも

にばらつきが多い傾向がみられた。これはビニルフィルム

により,果皮への日射を弱め,果皮の老化を抑制するため

ではないかと思われる。

表 2 裂果状況(放射状 )
満

定

政

%

注  *0
1

2

3

4

5

ネホネ裂果指数―Σ(指数×指数Яl果実数 )/調査果実
数×5

き裂の認められないもの

き裂がガク内のもの

き裂が肩に達していないもの

き裂が肩まで達したもの

き裂力綱 の中央まで達していないもの

4以上のもの

調     査     日

トマトの被覆による果皮硬度の変化

18       3    12      26     9     4

調    査    日
トマトの被覆による糖含量の変化

図 4 トマトの被覆による酸含量の変化

図5 トマトの被覆による
アスコルビン酸の変化

アスコルビン酸 : アスコルビン酸は糖と同様に,雨よ

け区 無被覆区 とも,収穫後期ほどアスコルビン酸含量が高
い傾向がみられたが,処理による一定の傾向はみられなか

った。

雨よけ栽培における収量と品質は ,無被覆区より優る結

果を得たが,果実成分において差は認められなかった。

4要    約

夏秋 トマトの雨よけ栽培は,無被覆に比較し,総収量で

244%,販売可能果収量で374%増 収とな り,平均一果重

も増加した。裂果は,雨よけすることで,同心円状の裂果

は244%,放射状の裂果で
'8%発
生が抑制された。また,

裂果しても,雨よけ区では,裂果程度は半分以下と軽度に

止まった。糖・アスコルビン酸含量において,雨よけ区・無

被覆区とも,収穫後期ほど,含量が高くなる傾向がみられ

た。糖含量において,雨よけ区が無被覆区よりわずかに高

い傾向がみられたが,酸  アスコルビン酸含量及び果皮硬

度では,差がはっきりとしなかった。
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糖 : 糖は,雨よけ区・無被覆区とも,収穫時期が遅い

はど糖含量が高い傾向を示した。雨よけ区は,無被覆区に

対 し有意差はなかったが,収穫期間を通 してわずかに高い

傾向がみられた。

酸 : 酸は,雨よけ区 無被覆区の間に一定の傾向は認
められなかった。

図 2
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